
令和２年度第１回鎌ケ谷市障がい者地域自立支援協議会 地域連携部会 会議録 

 

日 時： 令和２年１０月８日（木） 午後２時から午後２時４０分 

場 所：  鎌ケ市役所地下 1階  団体研修室 

出席者： 星野里香（障がい福祉課課長）、黒岩史郎（鎌ケ谷市障がい者地域自立支援協議会会長）、

菊地謙（同副会長）、上谷豪、福田弘子、林恵利 

欠席者: 星野暁洋、渡辺博、高畑和幸 

事務局： 【鎌ケ谷市障がい福祉課】中村主査補、鈴木 

【鎌ケ谷市基幹相談支援センターえがお】渡辺、久保田、岩室 

傍聴者： ０名 

・本日の委員の出席者数と傍聴者数の報告 

 本日委員出席者６名、会議成立の定足数過半数を超えている旨報告。  

・部会長挨拶 

１ 第３期鎌ケ谷市障がい者計画の策定について 

事務局より 

資料をもとに第３期鎌ケ谷市障がい者計画の概要を説明した。 

計画の素案については、令和２年１０月１６日開催予定の鎌ケ谷市障がい者自立支援協議会

（以下「協議会」という。）の本会議で協議会委員の意見をいただく予定となっている。 

素案について地域連携部会のメンバーの皆さんにも意見をいただきたいので、ご意見があれ

ば令和２年１０月１６日までに事務局までお寄せいただきたい。 

２ テーマ別チームの編成について 

事務局 

チーム編成については、令和元年度中に「課題収集のためのワークショップ」を行い、その

結果などを踏まえてテーマを設定し、令和２年度初めにはチームでの検討を開始する予定であ

ったが、ご存知のとおり令和元年度末から新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、

「課題収集のためのワークショップ」をはじめとする会議が延期となり、その影響で現在まで

チームが編成できない状態が続いている。 

ワークショップの開催については、新型コロナウイルス感染症への警戒が続いている中で、

関係者が一同に会することが難しいことから、これを中止としワークショップに代えて令和２

年６月１５日から令和２年７月２２日までの間で「課題収集のためのアンケート調査」を実施

した。 

本日はこれらの状況を踏まえて、チーム編成と活動の再開について協議いただきたい。 

まず、チーム編成について案をお示ししたい。 

（１）テーマ（地域課題）とチーム編成について 

課題収集のためのアンケート調査を踏まえたうえで、新型コロナウイルスへの警戒が続いて

いること、旧チームからの継続課題が残っていることなどを考慮して、今回は旧チームのテー

マを継続し６チーム体制として検討を再開したい。（なお、アンケート調査の意見から急遽プロ



ジェクトチームとして設置した「オンライン会議運営人材育成プロジェクト」を含めると７チ

ーム体制となる。）。また、チームメンバーについても、旧チームからの継続を基本としつつ、メ

ンバーの入れ替えや新規参加については柔軟に対応することとしたい。 

（２）チームの設置期間について 

 原則、チームの設置は年度制としているが、令和２年度は残りの期間が短いので、令和３年度

も含めて設置期間としたい。 

部会員 

旧チームからの継続メンバーだけでなく、チームに参加してもらいたい人がいた場合は、チ

ームメンバーから声をかけて参加してもらえるような形がとれると良いと思う。 

会長 

協議会会長としてチーム会議の進め方や、各チームに検討をお願いしたい提案事項の資料を

作成した。こういう意見があったということで各チームで是非検討の参考にしてもらいたい。 

部会長 

テーマ別チームの編成、チームの設置期間について、案のとおりとしテーマ別チームを再開

することで本会議へ提案しようと思うがよろしいか。 

→ 異議なし 

３ その他 

事務局 

（１） オンライン研修の可能性について 

本日は欠席であるが、高畑部会員から「地域資源を調査・研究しよりよい方策を提言する

チーム」で令和２年３月に予定していて新型コロナウイルス感染症の影響で中止になってし

まった「障害平等研修」をオンラインで開催できないか検討したいという意見がでている。

この点についてご意見をいただきたい。 

会長 

  千葉県社会福祉士会でも研修をＹｏｕＴｕｂｅで配信したりしているので、オンラインの活

用は良いことだと思う。ただ、中にはオンラインで参加ができないという人もいると思うので

後日動画で配信してもらえるなどするといいと思う。 

部会員 

 私たちの事業所で県の委託で行おうとしている研修もレンタル業者等を利用して環境を整え

て、オンラインで行えないか検討している。 

部会長 

  オンライン研修の可能性についてチームで検討してもらうという方向で本議会に提案し承認

を受けたいと思うがよろしいか。 

→ 異議なし 

部会長 

ほかになければ、閉会とする。 

 

 



以上、会議の経過を記録し、相違ないことを証するため次に署名する。 

 

 令和２年１１月３０日  

 

 

氏 名 上谷 豪         

 

 

氏 名 福田 弘子        

 


